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１　はじめに
　大学などにおいて、教員が学生のレポートを
収集する場面や、さまざまな業務における書類
などを取りまとめるにあたって、複数の対象者
から電子ファイルを受け取る必要がある。これ
らは、電子メールや既存の Web ツールを用いて
も実現が可能であるが、初期設定が煩雑であっ
たり、必要な機能が整っていないなどといった
理由から気軽に利用できないという問題点があ
る。
　そこで我々は、システムの設置が容易で、使
い捨て感覚で気軽に利用できる電子ファイル投
稿受付システムの開発を目指した。現場の教員
の声を反映させるため、要求定義から設計工程
を経てシステムを構築した。本システムの開発
は、PBL (Project Based Learning) の形で数名
によるチームで行った。開発期間は約半年で、
要件定義書や基本設計書などのドキュメントを
作成したのち、実際の開発を行った。ドキュメ
ント作成には4ヵ月、実装に2ヵ月を要した。

２　システム化の目的
　大学の講義では、教員がレポートを回収する
ために、学生から電子ファイルを電子メールで
提出するような場面がある。そのため、扱う電
子メールの数が多くなり、時には大きなファイ
ルを受信する必要がある。
　既存のファイル共有ツールを用いてレポート
を回収することも可能であるが、他の学生のフ
ァイルを見えないようにする必要があるため、
利用には適していない。一方、LMS (Learning 
Management System) などを用いてレポートを回
収することも可能であるが、システムを構築す
るために数多くの設定が必要となり、気軽に利
用できないといった問題がある[1]。これらの問
題を解決するため、システムの設置が容易でき
るシステムの構築を行う。
　また、手軽さを優先するメーリングリストシ
ステム QuickML[2]のように、本システムでも過
度なアクセス制限を行わない、手軽に利用でき
るシステムを目指す。

３　システム概要
３．１　システムの利用例
　図１に本システムを使ったレポート回収の例
を示す。教員がレポートを学生から電子ファイ
ルの形で回収する手順である。

① 教員がシステム上にレポート提出用のプ
ロジェクトを作成する

② システムがプロジェクトを作成し、作成
者にメールで通知する

③ 教員が提出用の URLを学生に伝える
④ 学生がアップロード画面より、電子ファ

イルを提出する
⑤ 教員がダウンロード画面より、電子ファ

イルを選択する
⑥ システムが必要なファイルを送信する

　本システムを利用するためには、図２に示す
プロジェクト作成画面よりプロジェクトを作成
することで可能となる。簡単な入力項目に情報
を入力すると、目的のプロジェクトを作成する
ことができる。本システムでは、ファイル収集

図 1:システムの利用フロー
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用とファイル配布用のプロジェクトを作成する
ことができる。

　図３は教員がレポートを収集するためのプロ
ジェクトにおける、学生側に表示されるアップ
ロード画面である。アップロード時には、メー
ルアドレスの登録が必須となる。さらに、プロ
ジェクトの設定によって、任意の項目を 5 つま
で入力させることもできる。図３の例では、氏
名を必須項目として設定している。また、一度
に複数のファイルをアップロードできるよう、
最大でファイルを 3 つまで選択することができ
る。

３．２　提出者の識別
　本システムのプロジェクトの利用にあたって
は、パスワードによる認証を行わない構成とな
っている。代わりにアップロード画面において、
メールアドレスを入力し、これによって個人を
識別する。メールアドレスに対して、一意の文
字列を与え、この文字列を URL の一部としてい
る。各ページにアクセスする際に、この一意の
文字列を含む URL を指定することで、プロジェ

クトやプロジェクトの利用者を識別することが
できるようになっている。

３．３　保守性の考慮
　気軽に利用できる一方で、システムの管理の
しやすさも 1つの気軽さであると考える。作成
されるプロジェクトには、予め使用する期間を
最大で 24ヶ月まで設定することができる。必要
に応じて延長することも可能であるが、使用期
間の過ぎたプロジェクトは自動で削除される。
この機能によって、システムのディスク使用量
が恒久的に増加することを抑えることができる
とともに、システムの保守にかかるコストを抑
えることができる。

３．４　配布用途への利用
　レポートを収集する目的でプロジェクトを作
成すると、学生用のアップロードページと教員
用のダウンロードページが生成される。このペ
ージの利用を反対にし、学生用をダウンロード
ページ、教員用をアップロードページとするこ
とで、教員から電子ファイルを学生に配布する
ことができるようになる。性質の異なるプロジ
ェクトでも同じ実装を用いているため、内部の
ファイル管理を一元的に行えるように工夫した。

４　まとめ
　本稿では、PBLによって電子ファイル投稿受付
システムを開発したことを紹介した。本システ
ムの特徴としては、気軽に利用でき、システム
の保守性を意識した機能を実装していることで
ある。また、システムの設計をドキュメント化
しているため、今後の改良もスムーズに行われ
ることができる。本システムによって、電子フ
ァイルの共有がよりスムーズに行えることを期
待する。
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図 2:プロジェクトの作成

図 3:アップロード画面


